建築情報処理Ⅱ（久田担当：レポート7回目・最終回）

新宿校舎の2011年東日本大震災の振動解析ほか
・新宿校舎の2011年東日本大震災の強震観測データ

　2011年3月11日の東日本大震災時に記録した工学院大学・新宿校舎の強震記録データ・プログラムを下記サイトより入手する 

http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Open/建築演習Ⅱ
の「2011-311地震-新宿校舎」フォルダーより。
2011_0311_1446_00_acc.cvsファイルには強震加速度計による40チャンネル分のファイルが入っている。各チャンネルの計測方位や設置場所はchannel.pdfを参照すること。

　今日の演習で主に使用するデータの例は下記の通り。
・Elce-acc.csv：エルセントロ加速度波形

・B6F-acc.csv：B6階床の３成分（13ch(EW), 14ch(NS1), 16ch(UD)）

・22F-acc.csv：22階床の３成分（4ch(EW), 5ch(NS1), 11ch(UD)は29Fで代用）

・29F-acc.csv：29階床の３成分（1ch(EW), 2ch(NS1), 11ch(UD)）

・shindox.exe：計測震度を計算するソフト
・resp-aSv&Eg.exe：各種応答スペクトル（絶対速度・エネルギースペクトル等）を計算するソフト

・resp-EgWave.exe：ある周期・減衰の地震応答波形・エネルギー履歴を計算するソフト

・tran1x-L.exe：フーリエ変換ソフト
・【リリース】防災ウィーク2018.pdf：2018年11月13～21日の各種イベント案内
チラシを参考にして、各種展示イベントに参加すること。
課題１　2011年東日本大震災時の新宿校舎各階の計測震度、応答スペクトル、および、長周期地震動階級を計算する。
・計測震度について：国土交通省・気象庁のHP
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/kyoshin/kaisetsu/calc_sindo.htm
・長周期地震動階級：国土交通省・気象庁のHP
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/ltpgm_explain/about_level.html
・応答スペクトル（絶対・相対・疑似応答スペクトル）
https://ja.wikipedia.org/wiki/応答スペクトル
・長周期地震動と標準波・告示波（エネルギースペクトル）

https://www.sein21.jp/NewSeinWeb/TechnicalContents/Kitamura/Kitamura0102.aspx
・resp-aSv&Eg.exeを用いて、エルセントロ加速度波形（Elce-acc.csv）のh=0.05の各種応答スペクトル（Elce-res.csvなど）を出力し、その違いや特徴を確認する。 resp-aSv&Eg.exeでは加速度波形の３成分でそれぞれ以下の応答スペクトルを出力する。
acc1～3：絶対加速度応答スペクトル
pSv1～3：疑似速度応答スペクトル（pSv=acc/ω=acc*T/pi/2、Tは周期）
vel1～3：相対速度応答スペクトル
Avel1～3：絶対速度応答スペクトル
dis1～3：相対変位応答スペクトル
Ve1～3：エネルギー（等価速度）スペクトル（Ve=sqrt(2*Et/m)、Etは全入力エネルギー、mは質量）
（注意：エネルギースペクトルは通常はh=0.1を用いる）
⇒図１として、NS成分のpSv、vel、Avel、Veを描き、その差異や特徴等を比較せよ。
・resp-EgWave.exeを用いて、エルセントロ加速度波形（Elce-acc.csv）のT=1秒、h=0.05の応答波形（Elce-res-wave.csvなど）を出力せよ。同時に下記のエネルギー履歴が出力される（３成分に対応して、Energy-Density-wave1.csv～Energy-Density-wave3.csv）。
Ek(Kinematic)：振動エネルギー履歴（単位質量あたり：cm*cm/s/s）
Ep(Potential)：ポテンシャル（ひずみ）エネルギー履歴（単位質量あたり：cm*cm/s/s）
Ed(damping)：粘性減衰による消費エネルギー履歴（単位質量あたり：cm*cm/s/s）
Et(Total)：全入力エネルギー履歴（単位質量あたり：cm*cm/s/s）
⇒図２として、NS成分の入力・応答加速度波形（Elce-res-wave.csv）、図３として各種のエネルギー履歴（Energy-Density-wave1.csv）を描き、応答波形と比較した振動エネルギー・ポテンシャルエネルギー、および、粘性減衰による消費エネルギーと全入力エネルギーとの関係などを考察せよ。
課題２　2011年東日本大震災時の新宿校舎各階の計測震度、応答スペクトル、および、長周期地震動階級を計算する。
・B6F-acc.csv（B6階）、22F-acc.csv（22階）、29F-acc.csv（29階）の３成分の加速度波形を描き（図４～６）、shindox.exeで各階の計測震度を計算する。次に、resp-aSv&Ve.exeで各階の絶対速度応答スペクトル（図７～９）を描き、長周期地震動階級を求めよ。各図から新宿校舎の地震時の揺れの特徴を説明せよ。
課題２　各階のフーリエ変換と固有周期を求め、速度・変位波形を描く
・tran1x-L.exeを使用し、 B6F-acc.csv（B6階）、22F-acc.csv（22階）、29F-acc.csv（29階）の３成分の加速度波形のフーリエ振幅スペクトルを描き、１～３次の固有周期を読み取る（図10～12）。前回の微動による固有周期より大きな値となっているが、その原因を考えよ（参考：構造計算書による１次固有周期は約3.3秒）。
・tran1x-v1.exeを使用し、B6F-acc.csv（B6階）、22F-acc.csv（22階）、29F-acc.csv（29階）の加速度波形から、変位波形（図13～15）を求め、新宿校舎の地震時の揺れの特徴を説明せよ。ちなみに、フーリエ変換で積分する際、ローカットフィルター（例：0.1、0.2、333、3333 Hz）を用いないと、ノイズが強調された変位波形になることに注意せよ。

今回の授業中に課題が終わらない場合、提出は次回の授業開始時に提出する
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